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(国際会議、学会、大会など)

(企業の役員会、セミナーなど)

(企業が行う褒賞旅行など)

(展示会、スポーツイベントなど)

県外から
財政への移転
1,061,701
（44.7％）

観光収入
428,939
（18.1％）

軍関係受取
208,786
（8.8％）

県外受取
2,374,069

石油製品
93,886
（4.0％）

その他
580,757
（24.5％）

県外受取の構成（平成19年度） （単位：百万円）

　「
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」。聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？
Ｍ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
と
は
、M
e
e
t
i
n
g
、I
n
c
e
n
t
i
v
e

（
T
r
a
v
e
l
）、C
o
n
v
e
n
t
i
o
n
、

E
x
h
i
b
i
t
i
o
n
/
E
v
e
n
t
の
頭
文

字
を
綴
っ
た
言
葉
で
、こ
れ
ら
の
市
場
や
産

業
を
表
現
し
て
い
ま
す（
図
表
参
照
）。

　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
対
象
は
広
く
、二
〇
〇
〇

年
の
九
州
・
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
首
脳
会
合
や

昨
年
十
月
に
開
催
さ
れ
た
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
よ

う
な
政
府
主
催
の
国
際
会
議
な
ど
は
も
ち

ろ
ん
、各
種
学
会
が
主
催
す
る
学
術
会
議

も
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
で
す
。ま
た
、生
命
保
険
や
製

薬
会
社
な
ど
に
よ
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ツ

ア
ー
も
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
で
す
し
、自
動
車
の
展

示
会
や
琉
球
ゴ
ー
ル
デ
ン
キ
ン
グ
ス
な
ど

県
内
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
球
団
の
試
合
も
Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
と
い
え
ま
す
。県
で
は
こ
れ
ら
の
う

ち
、観
光
客
を
多
く
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る

分
野
を
重
点
的
に
誘
致
し
て
い
ま
す
。

　沖
縄
県
の
観
光
産
業
は
順
調
に
推
移
し
、
県
経
済

に
お
い
て
も
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
県
で

は
観
光
の
更
な
る
発
展
の
た
め
に
「
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
誘

致
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

沖
縄
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
っ
て
何
で
す
か
？

〜
沖
縄
観
光
の
新
た
な
取
り
組
み
〜

　「
地
産
地
消
」を
テ
ー
マ
に
、二
月
五
日（
土
）・
六
日（
日
）の
二
日
間
、奥

武
山
総
合
運
動
公
園
で
「
お
き
な
わ
花
と
食
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2
0
1
1
」を
開
催
し
ま
す
。

お
き
な
わ
花
と
食
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
１

〜
て
ぃ
だ
サ
ン
サ
ン
食
べ
た
ら
が
ん
じ
ゅ
う
沖
縄
産
！
〜

地
産
地
消
と
は

花
と
食
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

☆
新
企
画
☆

地
産
地
消
Ｂ
級
グ
ル
メ

調
理
師
専
門
学
生
に
よ
る
新
レ
シ
ピ
紹
介

う
ち
な
ー
島
ヤ
サ
イ
料
理
コ
ン
テ
ス
ト

そ
の
他

　
地
産
地
消
と
は
、「
地
域
で
生
産
さ
れ
た

も
の
を
地
域
で
消
費
す
る
」こ
と
を
意
味

し
て
い
ま
す
。

　
近
年
、消
費
者
の
食
に
対
す
る
安
全
・
安

心
志
向
の
高
ま
り
や
農
林
水
産
物
の
販
売

形
態
の
多
様
化
が
進
む
中
で
、生
産
者
と

消
費
者
を
結
び
付
け
る「
地
産
地
消
」へ
の

期
待
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
お
き
な
わ
花
と
食
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

で
は
、新
鮮
で
良
質
な
沖
縄
の
農
林
水
産

物
や
加
工
食
品
な
ど
を
県
民
は
じ
め
県
外

か
ら
訪
れ
る
観
光
客
に
広
く
紹
介
す
る
こ

と
に
よ
り
、消
費
拡
大
、地
産
地
消
の
推
進

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
沖
縄
は
美
し
い
花
や
お
い
し
い
食
材
の

宝
庫
で
す
。会
場
で
は
県
産
農
林
水
産
物

を
見
て
、食
べ
て
、体
験
し
て
、そ
の
良
さ

を
再
発
見
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
今
年
も
多

数
用
意
し
て
い
ま
す
。健
康
的
で
豊
か
な

生
活
を
楽
し
む
た
め
に
、ぜ
ひ
会
場
へ
足

を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

　｢

地
産
地
消｣

を
テ
ー
マ
に
、地
元
食
材

を
活
用
し
た
気
軽
に
食
べ
ら
れ
る
創
作
Ｂ

級
グ
ル
メ
を
紹
介
し
ま
す
。

　
県
内
の
調
理
師
養
成
の
専
門
学
校
と
連

携
し
て
、県
産
食
材
を
活
用
し
た
料
理
を

紹
介
し
ま
す
。

観
光
は
重
要
な
産
業

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ（
マ
イ
ス
）っ
て
何
？

何
故
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
力
を
入
れ
る
の
？

　
平
成
二
十
一
年
度
に
沖
縄
を
訪
れ
た

観
光
客
が
ホ
テ
ル
や
土
産
品
店
な
ど
で

使
っ
た
お
金(

観
光
収
入)

は
約
三
千
八
百

億
円
で
、県
外
か
ら
沖
縄
に
も
た
ら
さ
れ

た
お
金(

県
外
受
取)

の
う
ち
約
十
八
％

(

平
成
十
九
年
度)

を
占
め
て
お
り
、観
光

の
動
向
は
沖
縄
経
済
に
大
き
な
影
響
を

与
え
ま
す
。

　
県
で
は
、沖
縄
観
光
の
質
の
向
上
を
図

る
こ
と
に
よ
り
付
加
価
値
の
高
い
旅
行

を
促
進
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、そ
の
一

環
と
し
て「
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ（
マ
イ
ス
）」誘
致

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
は
、団
体
で
あ
る
こ
と
、

平
日
開
催
が
多
い
こ
と
、一
般
観
光
客
に

比
べ
て
消
費
額
が
大
き
い
こ
と
な
ど
の

特
徴
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、国
際
会
議
の

場
合
は
、マ
ス
コ
ミ
や
参
加
者
を
通
じ
て

リ
ゾ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド「
沖
縄
」の
知
名

度
向
上
に
つ
な
が
る
効
果
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
特
徴
は
、一
年
を
通
し
た
滞
在

型
観
光
リ
ゾ
ー

ト
地
の
形
成
を

め
ざ
す
本
県
に

と
っ
て
大
変
重

要
で
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
の
沖
縄
開
催

に
よ
り
、
観
光

客
数
お
よ
び
観

光
収
入
の
増
加

に
つ
な
が
る
こ

と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
沖
縄
は
豊
か
な
自
然
、独
特
の
歴
史
、

文
化
な
ど
の
財
産
が
あ
り
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

の
開
催
場
所
と
し
て
大
変
評
判
が
良

く
、今
後
も
大
き
な
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。そ
の
た
め
、県
は
多
く
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

を
誘
致
す
る
た
め
、さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、国
内

外
で
の
誘
致
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、関
係

者
の
沖
縄
視
察
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催
時
の

支
援
実
施
な
ど
の
ほ
か
、昨
年
か
ら
は

「
沖
縄
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
開

催
し
て
、「
沖
縄
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」を
強
く
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

　
沖
縄
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

沖
縄
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
最
新
情
報
を
集
め
た

展
示
会「
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
コ
ン
テ
ン
ツ
ト

レ
ー
ド
シ
ョ
ー
」と
、沖
縄
型
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
パ
ー
テ
ィ
を
体
験
す
る「
Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
ナ
イ
ト
」の
二
つ
の
イ
ベ
ン
ト
で
、

沖
縄
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
可
能
性

沖
縄
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

沖
縄
観
光
の
発
展
の
た
め
に

本
年
度
は
平
成
二
十
二
年
九
月
に
沖
縄

県
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　「
ト
レ
ー
ド
シ
ョ
ー
」は
、沖
縄
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

県
内
四
十
一
団
体
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
関
連
企

業
な
ど
が
ブ
ー
ス
出
展
し
、各
社
工
夫

を
凝
ら
し
て
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
商
品
を
紹
介
し

た
ほ
か
、県
外
か
ら
参
加
の
バ
イ
ヤ
ー

と
の
商
談
も
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
ほ

か
、メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
特
別
講
演
、

沖
縄
芸
能
の
紹
介
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。会
場

内
は
沖
縄
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
一
色
に
染
ま
り
、

出
展
者
、バ
イ
ヤ
ー
の
ほ
か
、県
内
企

業
、学
校
関
係
者
、学
生
な
ど
が
訪
れ
て

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。ま
た
、「
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

ナ
イ
ト
」は
、イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ツ
ア
ー

に
お
け
る
テ
ー
マ
パ
ー
テ
ィ
を
実
演
す

る
も
の
で
、Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
の
会
場
と

な
っ
た
万
国
津
梁
館
で
開
催
さ
れ
、沖

縄
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
体
験
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　
県
は
、今
後
も
沖
縄
観
光
の
さ
ら
な

る
発
展
を
め
ざ
し
て
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
誘
致
に

引
き
続
き
取
り
組
み
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
ア
イ

ラ
ン
ド
へ
飛
躍
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。県
民
の
皆
さ
ま
も
、「
沖
縄
Ｍ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
」に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

　
島
ヤ
サ
イ
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
料
理

レ
シ
ピ
を
提
案
す
る
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

と
入
賞
作
品
の
展
示
・
試
食
。

　
フ
ー
ド
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
県
産
野

菜
の
紹
介
、ヤ
ギ
の
試
食
会
、沖
縄
黒
糖
の

無
料
配
布
。

●県流通政策課  TEL:098-866-2255　　　FAX:098-862-7519お問い合わせ●県観光振興課  TEL:098-866-2764　FAX:098-866-2765　E-mail：aa057137@pref.okinawa.lg.jpお問い合わせ

※内容は都合により変更になる場合があります。

・花き・野菜・果樹品評会
・フラワーデザインコンテスト
・いけ花・おし花体験教室

園芸フェア（武道館）

・ご当地食材(野菜、加工品)や料理、
民芸に関する展示・試食・販売

市町村コーナー

・郷土の伝統芸能
・琉神マブヤーショー

アトラクション

・県産食材料理の紹介・調理体験・試食
こだわりシェフのクッキングプラザ

・ファーマーズマーケットを中心とし
た県産農産物などの試食・販売

JAコーナー 

・県産畜産物（牛・豚・鶏・卵）、加工品
の試食・展示・即売

まーさん市場

・水産加工品の試食・販売
海鮮市場

・地産地消鍋料理の提供
地産地消うまんちゅ鍋

・家畜とのふれあい、搾乳体験、乗馬
体験

ふれあい牧場

・海・畑・食の体験バスツアー、
  農作物収穫体験、農作物料理体験

まちと村の交流体験バスツアー

・木工・どんぐりクラフト教室
・県産きのこの試食・販売

山の市

・黒糖づくり実演・試食・販売
サーターヤー

見て！ 食べて！ 体験して！見て！ 食べて！ 体験して！

まだまだたくさんの
イベントがあるよ～！

※会場には一般駐車場がありません。
　臨時駐車場を那覇軍港西側に確保していますが、
　混雑が予想されますのでモノレール・バスなどの
　公共交通機関をご利用ください。

会場・臨時駐車場のご案内

おきなわ
花と食のフェスティバル会場
（奥武山総合運動公園）

ストップ！飲酒運転

那覇軍港西側
臨時駐車場

那覇軍港
メインゲート
進入禁止

至空港

フリー
ゾーン

至糸満

山下垣花
高架道路

明治橋 北明治橋武道館

（フリーゾーン隣）

奥
武
山
総
合
運
動
公
園
・
県
立
武
道
館

場
所
二
月
五
日
・
六
日
午
前
十
時
〜
午
後
六
時

日
時

至
泊

壺　川

降り場

乗り場
奥
武
山
公
園

山下
交差点

R


